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ＭｉｅＭｕ（県総合博物館）での夏休み特別企画 

 
企画・資源利用研究課 水野知巳 

  

水産研究所の夏休み特別企画

として、8 月 28 日（日）に津市

の MieMu（三重県総合博物館）

２階実習室で、「三重県水産研究

所ってどんなとこ？」を開催し

ました。研究成果の紹介を顕微

鏡観察、おさかなクイズラリー

を行いました。 

 

親子連れを中心に４１７名の

県民の皆様の来場があり、イセ

エビ幼生やアコヤ真珠など、実

物をまじえて研究成果を紹介す

るブースが特に人気でした。 

 

夏休みの日曜日だったことも

あり、MieMu の集客力が活用で

き、予想以上に多くのお客様に

成果をＰＲすることができたの

ではないかと思います。 

今後も機会をとらえて、この

ような企画を行っていきますの

で、よろしくお願いいたします。 

案内チラシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースニュース

写真 実習室での夏休み特別企画の様子  
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アワビ種苗を大きく育てて放流する取組み 

 

沿岸資源増殖研究課 阿部文彦 

  

海女の重要な漁獲物であるアワビ類の漁獲量は、昭和 61 年の 457t から平成 26 年の 62t

へと減少しており、資源増大を図るためアワビ種苗放流が各地で行われています。放流す

るアワビ種苗は通常殻長約 3cm となっていますが、放流直後に害敵に食害され減耗が大き

いことが明らかとなっています。この減耗を軽減するには、放流種苗の大型化が有効であ

るため、平成 25～27 年に三重大学他と実施した共同研究により、大型アワビ種苗（殻長約

5cm）を簡単な方法で 1,000 個程度育成する技術を開発

しました。その育成技術とは、殻長約 3cm のアワビ種

苗を小型のカゴに収容して海中に垂下し、約半年間、

定期的に餌料海藻（生アラメ）を与えながら育成する

ことで大型アワビ種苗（殻長約 5cm）とするものです。

共同研究の中では、鳥羽と志摩の海女がこの育成技術

を実践し、海女が大型アワビ種苗を育成することが可

能とわかりましたが（図 1）、今後の技術普及のために

は、①効率よく育成個数を増やす技術、②餌料の安定

確保の 2 点を検討する必要があります。 

そこで今年度は、6 月から 12 月にかけ志摩市地先に

おいて、地元漁業者、志摩市役所とともに大型アワビ

種苗の育成試験を実施しながら、残された検討課題に

対処しています。まず、①育成個数の増加として、韓

国で盛んに行われているアワビ養殖手法を参考に、海

面の小割生簀（2×2×2m）で大型アワビ種苗の育成を

検討します。ここでは、韓国のアワビ養殖で使われて

いるアワビ専用シェルター（図 2）を用いて、1 つの生

簀で 2,000 個のアワビ種苗を育成し、育成数の増加を

図ります。また、生簀での育成は、カゴでの育成より

給餌等が行いやすいこともあり、作業効率の向上（労

力軽減）にも期待しています。 

次に、②餌料海藻の安定確保ですが、アワビ種苗の育成餌料は生アラメが適しています

が、台風で採取に行けなかったり、秋に葉が枯れて消失したりするため、入手安定性に課

題があります。そこで、生アラメに代わる餌料として、保存がきき品質も一定な乾燥アラ

メを与えた場合と従来の生アラメを与えた場合の育成成績を比較することとしています。 

以上の育成試験を今年の 12 月まで実施し、育成した大型アワビ種苗は、12 月に地先に

放流予定で、漁獲の増大につながることを期待しています。今後、大型アワビ種苗の育成、

放流の取組みをさらに普及したいと考えていますので、育成技術のことで質問等ありまし

たら水産研究所までお問合せいただければと思います。  

図 1．海女が育成した大型

アワビ種苗（5cm、上）と

通常の 3cm 種苗（下） 

図 2．小割生簀に沈めて使

うアワビ専用シェルター  
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現在、閉殻力を指標とし

た親貝選抜技術は三重県水

産振興事業団（三重県栽培

漁業センター）で行われて

いるアコヤガイの種苗生産

業務で活用されています。  

 

本技術を用いて生産され

たスーパーアコヤ貝の県内

養殖業者への配布数は近年

増加傾向にあり、平成 22

年の 99 万個から平成 27 年

には 233 万個に増えていま

す。 

 

 

水産研究所では、本稿で

取り上げた母貝の改良の他

に、挿核に用いるピース貝

の改良や新しい飼育技術の

開発等の研究にも取り組ん

でいます。 

今後も養殖業者の皆様と

ともにこうした研究を進め、

真珠品質と生産性の向上を

図り、真珠養殖漁業の発展

を支援していきたいと考え

ています。 

 

 

（上記実証試験は農林水産省予算「攻めの農林水産業の実現に向けた革新的技術緊急展開

事業」により行いました。） 

 

 

 

 

 

 

 




